
予算要求資料
平成３１年度当初予算　支出科目　款：衛生費　項：環境管理費　目：環境管理推進費
	事業名　山の日啓発推進事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　環境生活部　環境企画課　環境教育係　電話番号：058-272-1111（内2697）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c11265@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　3,200千円（前年度予算額：3,200千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産
収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	3,200
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	3,200

	要求額
	3,200
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	3,200

	決定額
	3,200
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	3,200


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・平成28年から、8月11日が「山に親しみ、山の恩恵に感謝する」する国民の祝日「山の日」と定められた。

・山林の荒廃、良質な水源・資源等の確保、動植物の保護と適正管理、環境の保全等、山は多くの問題を抱えている。

・三千メートル級の山々が連なる山岳県として、「山の日」の制定趣旨に基づき、県民に対して、山の価値を発信し、多くの方が山に親しみ、美しく豊かな自然を活かし、守る意識の普及・啓発を推進する必要がある。
（２）事業内容

　　　・「山の日」の意義を普及するシンポジウム等の開催

　  　・全国「山の日」協議会への負担金
（３）県負担・補助率の考え方

県民の自然環境保全意識を高めるため、県負担は妥当

（４）類似事業の有無
　　　・「木の国・山の国県民運動活動事業費」（林政部）

　　　　岐阜県森林づくり基本条例に基づき、「ぎふの山に親しむ月間」の事業として、森林づくり活動団体等と連携し、森林づくりに対する県民の理解を深めるための啓発活動であるのに対し、本事業は山に親しむことで郷土の豊かな自然を活かし、守る意識の普及啓発を目的としている。
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	報償費
	632
	講師謝金等

	旅費
	95
	講師等の費用弁償、職員旅費

	需用費
	18
	会議費

	役務費
	 8
	郵便・電話代

	委託料
	1,349
	シンポジウム運営委託

	使用料及び賃借料
	1,068
	会場借上料、バス借上げ料

	負担金
	30
	山の日協議会負担金

	合計
	3,200
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ

第５次岐阜県環境基本計画

　　　　　第４部　４ふるさとの自然を守り共生する

　　　　　　　　　　（３）自然とのふれあいと活用

（２）国・他県の状況

　　　平成２８年８月に第１回「山の日」記念全国大会を長野県で開催

平成２９年度は栃木県、平成３０年度は鳥取県において開催。平成３１年

度は山梨県において開催予定
（３）後年度の財政負担

　　　清流環境保全の取組みを普及するため、継続的実施が必要

（４）事業主体及びその妥当性

　　　「清流の国ぎふ」の源となる郷土の身近な山々の魅力を県民に発信し、郷土の自然を活かし、守り、共生するための県民に対する自然環境保全意識の普及・啓発は県の役割である。
事業評価調書（県単独補助金除く）
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　県民に対して、山の価値を発信することにより、自然環境への関心を高め、自然体験活動や環境保全活動の参加に繋げる。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業
開始前
	指標の推移
	現在値

(前々年度末時点)
	目　標
	達成率

	シンポジウムのアンケート調査(参加者の理解度)
	－
（H28）
	90.2%
（H29）
	92.3%
（H30）
	92.3%

(H30)
	100%
（H31）
	92.3％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

中津川市においてシンポジウムを開催
　シンポジウム　７月１２日（木）　中津川市東美濃ふれあい文化センター

　　　　　　　　講演、事例発表、パネルディスカッション


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　シンポジウム参加者数５００人

　多くの方に参加いただき、山の日の趣旨、山と健康との関わり、恵那山の自然と文化の伝承について普及することができた。

	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
　○：必要性が高い　　△：必要性が低い

	(評価)

　 ◯

	国民の祝日である「山の日」が制定され、有数な山岳県である当県において、県民に対して「山の日」の趣旨である「山と親しみ、山の恩恵に感謝する」機会を設け、意識の醸成・取組みの契機づくりとして行う事業であり、必要性は高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている

　△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

◯

	シンポジウムに県内外から多数の参加者があり、多くの方に事業の趣旨をご理解いただくことができた。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている　　△：向上の余地がある

	(評価)

◯
	地元郡上市との共催により開催し、地元の協力を得て効率的に実施することができた。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　多くの県民が山と親しみ、自然環境保全への認識を高めるため、イベントを一過性で終わることがないよう催事内容に工夫が必要である。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

中部山岳国立公園など、自然環境に恵まれた多くの山岳地域を有していることから、自然公園の環境整備を進めるとともに、より多くの県民に自然体験活動への取組みの機会を提供する。


